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発育不良・消化不良性下痢の哺乳牛が見られた一酪農家への改善取組（第一報） 

 

〇中山 諒 

 

1.はじめに 

酪農家は、乳牛に黒毛和種の受精卵移植（以下、ET）や黒毛和種精液を授精して黒毛和種や交雑種(以下、

F1)の子牛を生産し、様々なルートで肉牛農家へ販売している。今回、購入した ET産子の虚弱・死亡数増加

と F1子牛の発育不良が発生しているとの相談が肉牛農家からあり、酪農家（以下、A農家）の指導に取り組

んだので、その概要を報告する。 

2.取組内容および結果 

2023年 4月に肉牛農家から当所に相談があり、A農家の診療獣医師に確認したところ、哺乳子牛に消化不

良性下痢が散発しているとの情報を得た。5月以降、随時、A農家に哺乳子牛虚弱と発育不良の一般的な要因

とされる「初乳の摂取状況」「母牛の乾乳期の飼養管理・分娩状況」「哺乳子牛の飼養管理」「種雄牛の種類」

の 4 項目について聞き取りを実施した（図 1）。哺乳子牛の初乳摂取状況を推測するため、2023 年 8 月から

2024 年 1 月まで、計 21 頭の亜硫酸ナトリウム混濁試験(以下、SSTT)を実施した。評価値 2 以上が摂取良好

と判断される（図 2）。また哺乳子牛の代用乳量が適切かどうか判断するため、出生時と 10 日齢（出荷時）

の体重を測定し、1日増体量（DG）を算出し、標準発育 0.8kg/日と比較した。2024年 1月から 2月まで ET・

F1産子、計 6頭の体重を測定した。 

「初乳の摂取状況」の聞き取りでは、初乳の品質や給与時間、器具の消毒に問題があることが分かった（表

1）。また、従業員間で初乳給与方法（哺乳瓶等の洗浄方法）について認識の違いがあることも確認された。

「母牛の乾乳期の飼養管理・分娩状況」の聞き取りでは、分娩場所が清潔ではなく、ストレスのかかる環境

であることが分かったが、環境以外での飼養上の問題は確認されなかった（表 2）。「哺乳子牛の飼養管理」

の聞き取りでは代用乳濃度に問題がみられた（表 3）。「種雄牛の種類」については平糸福(P 黒 1068)を使用

しており、出生時は小柄だが出荷時はある程度の発育が期待される特徴を有している。SSTT検査では、21頭

中 11頭で初乳摂取不十分と判定された（図 3）。体重測定では、6頭中 5頭の DGが標準発育 0.8kg/日を下回

っていた（表 4）。 

3.まとめ 

ET産子の虚弱・死亡数増加は、初乳摂取時間による抗体吸収率に対応した抗体量を摂取できていないこと

による免疫不全が原因と考えられた。今後は初乳摂取時間を早くするか、抗体量を増やすといった指導を考

えている。F1子牛の発育不良については、出生時体重が小さめの種雄牛を使用していることと、DGが少ない

ことが原因として考えられる。A 農家が過大子による難産を危惧していること、また体重測定で出生時体重

に問題が見られないことから、種雄牛の変更を指導するのは難しいと考えられた。取引農家が体格の大きい

牛を望む場合は、哺乳量を増加する、または哺乳濃度を小さくし、哺乳回数を増やすなど、吸収率を上げる

指導を考えている。 

今後は、SSTTや DG、また取引農家の反応に問題がなくなることを最終目標とし、上記の点について指導を
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行っていく。 

  

図 1.聞き取り内容                           図 2.SSTT 

表 1.「初乳の摂取状況」についての聞き取り結果 

   

図 3.SSTT結果 

表 2.「母牛の乾乳期の飼養管理・分娩状況」      表 3.「哺乳子牛の飼養状況」についての聞き取り 

結果についての聞き取り結果                
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表 4.体重測定の結果 

 


